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令和７年度 第１回花見川区支え合いのまち推進協議会議事要旨 

 

        日 時 令和７年７月８日(火) 午後３時～午後４時３０分      

        場 所 花見川保健福祉センター３階大会議室      

    

出席委員数 １９人   

欠席委員数  ６人   

傍聴人    ０人 

 事務局   １０人  

  

 

【１】次第 

１ 開会 

２ 委員長挨拶 

３ 区長挨拶 

４ 会議の公開について 

５ 議題 

第５期支え合いのまち推進計画の進捗状況について(令和７年度)について 

６ 報告事項 

花見川区支え合いのまち推進計画の進捗状況（令和６年度）の実績報告の提出について 

   ７ その他 

     災害時の支援・地域との連携について 

      

【２】議事要旨 

  委員定数２５名のうち、６名の欠席を確認し開会した。 

  区長挨拶の後、中村康弘委員の退任と後任として花見川区町内自治連絡会から大木委員が就任した

ことを報告した。また、あんしんケアセンターの管理者の変更に伴い、あんしんケアセンターさつ

きが丘、藤田委員、あんしんケアセンターにれの木台、松島委員が就任したことを報告した。 

事務局より、会議の公開について説明があり、傍聴人の入室、会議録の作成、ホームページ及び

推進協だより等への掲載のため、写真撮影、録音を行うことについて、また自治会等を通じ地域住

民や公共の場に公開させていただく旨、了承を得た。（今回傍聴人０名。） 

 

議題 

花見川区支え合いのまち推進計画の推進状況（令和６年度）について 

義題の進行は鈴木副委員長により行われた。 

     社会福祉協議会各地区部会（①検見川地区部会から②朝日ヶ丘、③花園、④犢橋、⑤こてはし台中

学校区、⑥幕張・武石、⑦花見川、⑧花見川第２、⑨こてはし台、⑩天戸中学校区、⑪さつきが丘・

宮野木台、⑫畑）⑬あんしんケアセンターこてはし台、⑭あんしんケアセンターにれの木台の順で、

資料１、資料２に基づき報告。 

   なお、⑤こてはし台中学校区、⑨こてはし台、⑩天戸中学校区は欠席のため事務局である千葉市社

会福祉協議会花見川区事務所（吉田所長）から説明。 

 

報告事項 

花見川区支え合いのまち推進計画の進捗状況（令和６年度）の実績報告の提出について 

千葉市社会福祉協議会花見川区事務所（吉田所長）から「資料３ 花見川区支え合いのまち推進計

画の進捗状況（令和５年度）総括表」及び、資料４の「花見川区支え合いのまち推進計画推進状況（令

和６年度）個票」について説明があった。 

令和７年３月１０日に開催した令和６年度第３回花見川区支え合いのまち推進計画推進協議会で

審議した内容に基づき、地域福祉課より示された報告用の様式に取りまとめたものである。この書類

は千葉市社会福祉審議会地域福祉専門部会で報告される予定である。この内容で地域福祉課に提出す

る旨、了承を得た。 
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その他 

  災害時の支援・地域との連携について 

  千葉市社会福祉協議会花見川区事務所（吉田所長）から提案があった。 

   

  資料に基づき説明を行った。 

  災害時の支援、地域との連携事例を伝えることで社会福祉協議会と関係団体とで相互理解を深め、地

域基盤の安定、強化を図ることを目的とした講演会の開催について提案をしたい。 

  実例① 平成27年 9月、中央区今井町で発生した強風被害。 

      区民児協・地区部会・対象自治会等の協力により迅速な支援が行われた。 

  実例② 平成28年 4月に発生した熊本地震。 

      全国社会福祉協議会「災害支援協定」により、被害の大きかった益城町に派遣された災害支

援の報告。 

  実例③ 令和6年1月に発生した能登半島地震及び同年9月に発生した能登半島豪雨災害。 

      「災害支援協定」により12月に派遣された輪島市、志賀町の災害支援の報告。 

  本日、出席されている委員が所属する、町内自治会連絡協議会、地区部会等において、各会議等に出

張し、講演を行うことを提案したい。所要時間については４０分から９０分の間で調整可能である。

講演に必要なパソコンや資料は社会福祉協議会で用意する。また、プロジェクターやスクリーンは会

場の備品を使用することになるが、会場での用意がない場合は社会福協議会で持参する。土日の開催

であっても対応可能である。ぜひ、講演の開催を検討していただきたい。    

 

＜質疑応答・意見＞ 

 

清水委員  花見川地区部会の発表ではふれあい３事業が７６サークルでスタートして、今年度

の目標が９５サークルと伺いました。とても数多くのサークルが活動していて感心し

ました。サークルの内容や規模を教えてください。 

岡久委員 規模は社会福祉協議会で決められている、参加者５名以上、ボランティア１名を基

本としています。グランドゴルフのサークルでは４０名近い参加者がいます。少ない

ところでは、コロナ禍以降、３、４人で活動しているサークルもあります。最近特に

増えてきた印象なのが、麻雀サークルに参加する女性の増加です。１６ある自治会の

うち、７、８か所で麻雀サークルがあります。やはり女性が増えてきたことが、最近

の傾向としてあります。 

石橋委員 社会福祉協議会で災害時の支援や地域の連携事例などの講演会を現状でどのくら

い実施されているのか教えてください。大きな地震が数多くおきているエリアもある

ので、このような活動を積極的にやっていただけていると思いますけれども、現状と

今後の予定を教えてください。 

吉田所長 件数についてご報告します。年間、５、６回、各地区に行かせていただき講演を行

っています。実施した地区については、地区部会、町内自治会連絡協議会の会議、民

生委員の会議等です。講演内容や時間などは、依頼に合わせて柔軟に対応しておりま

す。 

金子委員長 資料３、資料４の報告書について 

各地区部会が自分たちの実績を各項目に落とし込んでいただきました。大変な作業だ

ったと思います。私も読み直してみると、相当に頑張っていただいているのがよくわ

かります。この表を見ながら、様々な意見を出し合っていただければと思います。 

多くのところでスタッフの不足、スタッフの高齢化、広報、情報交換、参加者の経費

負担、ボランティアの確保というキーワードが目立ちました。 

皆さんの努力に本当に頭がさがります。ありがとうございます。 

報告書の様式については、もう少し簡単にできる方法を考えてもらいたいところで

す。 

 

（閉会） 

金子委員長が閉会挨拶し、午後４時３０分、花見川区支え合いのまち推進協議会を閉会した。 


